
一人はみんなのために みんなは一人のために 

１０月８日(水)支部は先に提案された「平成２６年度冬季ダイヤ改正」について 

７２項目の要求を会社に提出しました。 

７月に開催された拡大支部委員会での議論を土台に繁忙期輸送をはじめこれまで

の職場の問題点を解決しなければなりません。 

１６日(水)解明団交が開催されますが退職者が後を絶たない状況の中、少しでも働

き続けられる職場にするため頑張ります。  (裏面に要求書) 
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、
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移
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特
定
の
労
働
組
合
だ
け
を
優
遇
す
る

運
動
は
、「
差
別
と
格
差
」
を
助
長
し
労

働
条
件
を
低
下
さ
せ
、
ひ
い
て
は
「
安

全
・
安
定
輸
送
」
を
阻
害
し
ま
す
。
ま

さ
に
歴
史
が
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
す
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 支部情報をしっかり、こっそり 

見たい方は 

pc 国労東日本→仙台地本→東北

自動車支部を検索してください。 

スマホでもダウンロードできる

よ。自宅や休憩時間にどうぞ！ 



国 労 仙 地 申 第 １ 号 

                ２０１４年 １０月 ８日 

ジェイアールバス東北株式会社  

 代表取締役社長 中 村 泰 之 殿   

                         国鉄労働組合仙台地方本部 

  執行委員長 大 沼  元 

  

９月２５日に提案された「平成２６年度冬季ダイヤ改正」に関し、下記のとおり改善を申し入

れるので早急に解決をはかられたい。 

 

 記  

 

基本要求 

１．全支店、営業所の要員を明らかにし、適正要員を配置されたい。また、退職者が後を絶たな

いが今後の要員のあり方について見解を明らかにされたい。 

２．社宅および寮を設けられたい。特に仙台地区は早急に設けられたい。 

３．「単身赴任者用借り上げ社宅」制度を契約社員、独身者も対象とされたい。 

４．「帰省旅行援助金制度」において、会社線バス利用と併用で特急料金(新幹線含む)、一般路線

バス運賃も支給対象とされたい。 

５．「帰省旅行援助金制度」をバス社員独身者および契約社員にも適用されたい。また、助勤者

についても適用されたい。 

６．「異動に伴う経費負担の軽減」において、住宅ローンを支払っている社員について 

住宅手当の継続支給をされたい。 

７．「助勤に伴う旅費の調整」において、調整箇所及び実施期間を限定せず旅費規程を改正され

たい。 

８．契約期間１年以上で特に問題がなく希望する者はバス社員とされたい。 

９．バス社員採用試験時に契約期間を考慮されたい。 

１０．バス社員採用後の配属箇所は、現地採用を基本とし本人希望、家族状況を考慮されたい。 

１１．全社員に新制服を貸与されたい。 

１２．「睡眠時無呼吸症候群検査」及び「脳波検査」の進捗状況について明らかにされたい。 

１３．今後の廃車および新車の見通しについて明らかにされたい。 

１４．訓練期間の指導を統一されたい。 

１５．「一旦指定した勤務及び休日の取扱い」の「前日（退勤時）までに変更出来る」を 

「二日前」とされたい。 

１６．「例外的扱い」の「争議行為が生じた場合」を削除されたい。 

１７．今後の勤務システムの改修見通しについて説明されたい。 

１８．日別計算書を全員に配布されたい。  

１９．勤務交番表（指定行路・予定行路）に基準行路（基準交番）を追加されたい。  

２０．定年年齢を６５歳とされたい。  

２１．退職手当の算定基礎給については「退職の日における基本給」とし、「第二基本給」制度は

廃止されたい。 

２２．バス社員の勤続年数に契約社員期間を算入されたい。  



２３．バス社員と契約社員の特別休日を５７日とされたい。 

２４． バス社員の年末・年始手当を勤務１回につき４，４００円とされたい。ただし、拘束時間

８時間未満の場合は２，２００円、２暦日にわたり拘束時間が１１時間以上の場合は６，６

００円とされたい。 

２５．バス社員の自動車乗務員手当を次のようにされたい。 

深夜額【Ａ】１時間につき３６０円、深夜額【Ｂ】１回につき１，７００円 

運転手当１時間につき２７０円 

２６．バス社員と契約社員に寒冷地手当を支給されたい。 

２７．バス社員と契約社員に行先地手当を支給されたい。 

２８．契約社員に年末・年始手当を支給し、バス社員と同額とされたい。  

２９．契約社員に自動車乗務員手当を支給し、バス社員と同額とされたい。  

３０．契約社員に精勤手当を新設されたい。  

３１．休息時間は、１１時間以上を確保されたい。  

３２．休日前後の休息時間３９時間３０分を変形期間後も遵守されたい。 

３３．１行路の実乗務時間は６時間３０分、やむを得ない場合は最大 8時間までとし、超える場合

は二人乗務とされたい。  

３４．拘束時間１３時間以上の行路は解消されたい。  

３５．夜間運行における 1人乗務は４００キロを限度とされたい。  

３６．昼行便のＡＢＣダイヤは負担が大きい。解消されたい。 

３７．バス社員の昇格取り扱いについては、４等級までを自動昇格とされたい。  

３８．「列車代行」は「貸切り扱い」と考える。折り返し時分を２０分とされたい。  

３９．ＪＲ利用における割引制度を考慮されたい。  

 

秋田支店 

４０．デジタルチャート機の表示部に連続運転時間、休憩時間など表示できるよう設定されたい。 

４１．定期便の支店帰着後の車内清掃を外注されたい。また、清掃時間を見直されたい。 

４２．仙秋号の休憩箇所を 2箇所とされたい。 

４３．仙秋号日帰り便(１２月~３月)は二人乗務とされたい。 

４４．要員不足により年休が取りにくい。要員を増やされたい。 

 

古川営業所 

４５．ドリームササニシキ号の運転時間は現行どおりとし、出勤時間を５分早め古川駅折り返し時

分１０分とされたい。 

４６．ドリーム号トランクルーム荷扱いにおいて取り出しが不便である。コロコロの柄(東京駅係

員が使用)を備えられたい。 

４７．ダイヤ改正により仙台駅西口の待機時間が増加する。それに伴い駐車が困難であり改善され

たい。 

 

仙台支店 

４８．ラフォーレ号・ドリーム秋田―横浜・ドリーム仙台―横浜を二人乗務とし、旅客の休憩時間

を設けられたい。また、他支店への持ち替えを検討されたい。 

４９．夜行便の運転時分を見直されたい。また、ラフォーレ号の冬季運転時分を設定されたい。 



５０．ラフォーレ号・ドリーム秋田―横浜下り線の宝町ランプ扱いを箱崎ランプ扱いに変更された

い。 

５１．５２１Ａ行路、横浜駅東口折り返し時分を１０分とされたい。 

５２．５０６Ａ行路、東京支店から新宿駅新南口回送時分を５０分とされたい。  

５３．５１６Ｂ~回送、回送~５１６Ｂの回送を新幹線移動とされたい。 

５４．ドリーム政宗号下り便休憩箇所を佐野ＳＡから羽生ＰＡに変更されたい。 

５５．車両引継ぎは次のようにされたい。２Ａ⇒５０６Ｂ、３Ａ⇒５２２Ｂ、 

   または、５０６Ｂ⇒３Ｂ、５２２Ｂ⇒２Ｂ 

５６．雪害などにより常磐道経由の場合、新宿便等実車４００キロを超える。ドリーム品川・横浜

と同様の扱いをされたい。 

５７．仙台駅東口の週末及び年末・年始おける夜行便対応として係員を増員されたい。 

５８．グリーンライナー号の運転時分を見直されたい。 

５９．９行路に毛布を備えられたい。 

６０．続行便対応の場合、４列車と３列車の運賃を差別化されたい。 

６１．プレス発表により１２月６日、常磐道一部開通となる。異常時の対応など今後の見解を明ら

かにされたい。 

６２．列車代行２０３Ｂ５１１便と２０４Ｂ５０９便を持ち替えとされたい。 

６３．異常時におけるマニュアルを明らかにされたい。 

 

仙台支店・青森支店 

６４．いわき便、上荒川―駐車場間に回送時分を付加されたい。また、上荒川バス停旅客扱いのた

め２分付加されたい。 

福島支店 

６５．川俣便５型の車両に外からのドア開閉スイッチを設置されたい。 

６６．８月９日の４１Ａ臨時便の勤務は、暦日勤務で拘束時間が１６時間を超えている。調査され

たい。 

６７．１０Ａ ダイヤ終了後、１２Ａダイヤ及び１３Ａダイヤの遅れ対応をするため電話を待って

いる実態がある。待機時間は勤務扱いとされたい。 

６８．１０Ｂダイヤから１２Ｂダイヤへの変更は、当日の勤務変更処理とされたい。 

６９．夜間の出勤時、支店内の照明が暗く危険である。階段と廊下、乗務員室にセンサーライトを

取り付けられたい。 

７０．川俣便使用の車両に外部からの扉開閉スイッチを取り付けられたい。 

７１．癌と診断された社員を元箇所へ戻されたい。 

 

別件 

白沢・七北田事業所 

７２．平均勤務時間を 7時間 10分以内とされたい。また、今後の要員見通しについて明らかにさ

れたい。 

 

 

以上 


